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Ⅰ．はじめに

　2012 ロンドンオリンピックにて、日本代表男子

4 × 100m リレーチームは決勝進出、第 5 位に入賞

した。2000 シドニーオリンピックから続いている、

オリンピックでの連続決勝進出記録を 4に伸ばすこ

とが出来た。決勝に進出する、というのは世界の上

位 8チームに入るということであり、また連続して

進出するというのは簡単に出来ることでは無い。シ

ドニー大会から 4大会連続して決勝に残っているの

は日本のみである。3 大会連続にしてもトリニダー

ド・トバゴだけである。飛ぶ鳥を落とす勢いのジャ

マイカも、9 秒台の選手を揃える米国も、連続して

は決勝進出してはいない。

　常に世界上位であるためには、個人の走能力の向

上は基より、バトンパスワークは常々探求されなけ

ればならない。日本代表チームは、データサポート

として、映像による動作の確認とともに、数値によ

る定量化を行っている。そこで、2012 年度にナショ

ナルチームとして出場した 4 大会（静岡国際陸上 /

ゴールデングランプリ川崎 /大阪選手権 /ロンドン

オリンピック）ならびに 2011 年度までに得られた、

試合時のデータをここに述べる。

　尚、日本陸連科学委員会ならびにチーム「ニッポ

ン」マルチサポート事業では、合宿などにも同行

し、データ収集ならびにフィードバックを行ってい

る。2012 年度までに得られた、パスの精度向上の

ための基礎データは、2012 年日本スプリント学会

における「ロンドンオリンピックに向けた男子 4×

100m リレーへの科学的サポート（松尾ら）」の資料

を参考にされたい。

Ⅱ．方法

　2011 年度に報告した方法と、ほぼ同様である。

カメラはカシオ製ハイスピードカメラ EX-F1 を用い

た。299.7 コマ / 秒にて、またシャッタースピード

は 1/100 秒を目安として環境光の状況により最良の

方法で撮影した。撮影は全てスタンドで行い、キャ

リブレーションマークならびに走者が的確に収まる

位置で撮影した。可能な限りスターターのシグナル

光が写る様にした。カメラ位置などの概略図は図 1

の通りである。各パス区間に 1ないし 2名の撮影者

を配置した。人員配置に余裕のある国内大会は A〜

G の位置で行った。またゴールライン延長上のスタ

ンド最上段からパンニング撮影を行い、キャリブ

レーションなどに用いた。ロンドンオリンピック時

は最小限の人員配置で活動したため、図中 ABCDF を

基本位置とした。その際、AB 位置からは 3 → 4 走

のフォロー映像を、CD 位置からは 1 → 2 走ならび

に 3 → 4 走のフォロー映像を、F 位置からは 1 → 2

走のフォロー映像を撮影し、データに誤差の出ない

様に細心の注意を払った。また国内で行われた静岡

国際陸上と大阪選手権では、ブルーゾーンからバ

トンパスゾーン出口から 10m 先まで、10m おきに計

測マークを縁石に貼付し、先述のパス区間タイムや

走速度算出用のキャリブレーションマークとした。

マークの貼付に関しては、大会ルールに則り競技運

営の妨げにならない様に行った。ロンドンオリン

ピックでは、マーク貼付が出来ないため、ハードル

設置マークなどをキャリブレーションマークとして

用い、実長換算した。

　また、パスワークの出来を確認するため、機材と
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人員に余裕のある時は、タイム分析用とは別にハイ

ビジョン映像も撮影した。

　パス区間タイムや走速度を算出するために

Apple® 製 QuickTinePro7 を 用 い た。Mac 版 /

Windowes 版に関わらず、QuickTimePro7 は映像コマ

カウントが表示されるため、タイム分析や走速度

の算出が容易である。2012 年最新版の QuickTime 

Player10.2 では、コマカウントが表示されないた

め、旧バージョンの QuickTime7 を用いることが望

ましい。

Ⅲ．フィードバックしたデータについて

　情報の共有方法の詳細は、2011 年度陸連紀要報

告を参照されたい。ソーシャルネットワークサービ

スを用いて、より素早く各コーチにフィードバック

を行っている。ソーシャルネットワークサービス内

では指導者、選手、サポートチームのみの情報共有

であり、第三者が閲覧できない様になっている。

　撮影した映像は直ぐに編集され、共有された。映

像は「パスがどの時点で渡っているか？」「次走者

のスタートするタイミングは？」「スタートの走

フォームは？」等の確認に用いた。

　バトンパスタイムなどの分析区間を図 2 に示し

た。代表チームが最も重要視している指標である、

“前走者ブルーゾーン通過から、次走者バトンパス

ゾーン出口から 10m 先通過までの 40m バトンパス時

間”を中心にフィードバックした。土江寛裕・強化

副部長の提唱する「パスの巧みさ +しっかり加速し

ているか」「3 秒 75 で走れば 38 秒突破が可能」「バ

トンを渡す位置に影響されずに目安となる指標であ

る」のためである。またフィードバックしたデータ

の一部を表 1 に示した。また図 3 はゴールタイム

と 40m バトンパス時間合計の相関図、図 4はゴール

タイムと 20m バトンパス時間合計の相関図である。

20m パスタイムで同じタイムでも、ゴールタイムに

図１
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図 2

表１



－ 64 －

0.61 秒の差がある例や、40m パスタイムの方が相関

係数が高いこと等から、40m 所用タイム測定の重要

性が伺えた。次走者の加速をしっかり評価するとい

うことが、やはり重要であろう。40m パスタイムの

算出はキャリブレーションマークが必要になる等の

工夫が必要ではあるが、ナショナルチームレベルの

サポートでは、40m パスタイム算出が望ましいと考

える。しかしながら、トラックにキャリブレーショ

ンマークが必要なく簡易に測定できること、また過

去の蓄積データが多いことなどから、20m パスタイ

ムが不必要とは考えていない。

　また、データ数が蓄積されたので、1 走→ 2 走、

2 走→ 3 走、3 走→ 4 走の、40m のパスタイムの分

散分析を行った。その結果、P=0.113 であり、有意

な差は認められなかった。ということは、1走→2走、

2 走→ 3 走、3 走→ 4 走のどこの箇所でもパスタイ

ムはあまり変わらない事を表している。選手や指導

者の体感では、前走者が直線を走ってくる、また次

走者の加速局面を曲線で行わなくてはならない 2走

→ 3走が難しいと言われるが、この区間を他の区間

と変わらずタイムを出している、髙平選手の巧さが、

数値に表れていると思われた。

Ⅳ．パスゾーンの走スピード曲線データについて

　図 5〜 7は、メンバーが同一であった、ロンドン

オリンピックの予選と決勝のスピード曲線である。

映像からのパス状況と合わせて考察するが、前走者

の曲線の傾きが大きい、つまり減速が大きいデータ

は、詰まってスピード調整しているものであった。

予選・決勝ともに、受け手が挙手を開始するのは

約 2.5 〜 3m である。予選ではパス終了が約 6.5 〜

7m であり、約 2 歩でパスは完了している。決勝は

パス終了が約 9〜 11m であった。予選よりも歩数が

掛かっているが、状況としては ｢若干詰まって、速

度調整して、渡した ｣であった。第 2報でも述べた

が、手を出している動作でのスピード低減の少ない

アンダーハンドパスとは言え、あまり多くの歩数を

費やすと、タイムロスに繋がることが伺えた。過去

のデータでは、2007 大阪世界選手権、2008 北京五輪、

2009 ベルリン世界選手権ともに、挙手からパス完

了まで約 2歩で完了している。

　パスゾーン出口でのスピード差は、ライバルが理

想的なパスをした場合、そこだけで 0.1 〜 0.2 秒前

後のタイム差が出ることが考えられ、距離で言えば

約 1 〜 2m の差が付く。どの様な場面でもしっかり

加速し、繋げられるパスワークが重要であろう。

Ⅴ .個人のタイムについて

　表 2は、IAAF の公表データより集計した、国別の、

その国毎の上位 4 名の平均タイムである。100m は

図 3　ゴールタイムと 40m 所要タイムの相関図

図 4　ゴールタイムと 20m 所要タイムの相関図

（図中●はロンドン予選、▲はロンドン決勝）

図 5　山縣→江里口のバトンパススピード曲線

図 6　江里口→髙平のバトンパススピード曲線

図 7　髙平→飯塚のバトンパススピード曲線
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JPN 38. 35 10. 170
JPN 10. 230 JPN 10. 209

JPN 38. 15 10. 228

表 2　4× 100m リレーのための世界スプリントランキング

そのままのタイムを、200m は 1/2 のタイムで評価

した。過去 5年間では、日本は常に上位 10 傑に入っ

ている。平均タイムで 9秒台を持っているのはジャ

マイカ、米国、トリニダード・トバゴのみで、残り

は 10 秒台であり、接戦である。9 秒台で走る黒人

系選手は、単独でも大変目立つのだが、チームとし

て纏めて見ると、日本チームは健闘している位置に

居ると思われた。個人記録が世界と変わらないと言

う事は、一歩抜け出してリレーでより上位を目指す

ためには、バトンパスワークの練習が重要になるこ

とが伺えた。

　また現在の日本チームは、銅メダルを獲得した

2008 年よりも平均値が高く、個々の能力が更に上

がっている。日本代表チームは、更なる飛躍の位置

に居ることが伺えた。
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